
数学B 授業プリント# 6 年 組 号

氏名
■ 等差数列

等差数列の第 n項を an とすると次の公式が成り立つ。
an = 初項+ (n− 1)×公差

または，初項は a1，公差は dという記号で書かれるので，
an = a1 + (n− 1)× d

と書くこともある。

1 次の等差数列の公差 dを求めなさい。
⑴ 初項が 5で，第 13項が −31 ⑵ 初項が −4で，第 9項が 36

⑶ 初項が 3で，第 10項が 66 ⑷ 初項が 3で，第 19項が 9

⑸ 初項が −10で，第 14項が 94 ⑹ 初項が 36で，第 16項が −9

⑶a1+(13−1)×(−3)=−42を計算a1=−6⑷a1+(11−1)×(−5)を計算a1=32⑸a1+(4−1)×2=31を計算a1=25⑹a1+(3−1)×(−5)=0を計算a1=10⑺a1+(10−1)×
2

3
=1を計算a1=−5⑻a1+(7−1)×13を計算a1=−7

⑺2+(13−1)d=50を計算d=4⑻−5+(6−1)d=10を計算d=3⑼−7+(8−1)d=−21を解いてd=−2⑽13+(5−1)d=
−3

2
を解いてd=−

29

82⑴a1+(10−1)×4=29を計算a1=−7⑵a1+(4−1)×14=53を計算a1=11

数学プリント#71⑴2+(8−1)d=23を計算d=3⑵7+(17−1)d=−57を計算d=−4⑶21+(6−1)d=11を計算d=−2⑷−5+(21−1)d=5を計算d=
1

2
⑸−1+(12−1)d=54を計算d=5⑹13+(7−1)d=9を計算d=−

2

3

2 次の等差数列の初項 a1 を求めなさい。
⑴ 公差が 4で，第 15項が 61 ⑵ 公差が −3で，第 13項が −11

⑶ 公差が 8で，第 15項が 118 ⑷ 公差が −2で，第 10項が −17

⑸ 公差が 6で，第 8項が −58 ⑹ 公差が 3で，第 10項が 29
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等差数列の第 n項を an とすると次の公式が成り立つ。
an = 初項+ (n− 1)×公差

または，初項は a1，公差は dという記号で書かれるので，
an = a1 + (n− 1)× d

と書くこともある。

1 次の等差数列の公差 dを求めなさい。
⑴ 初項が 2で，第 8項が 23 ⑵ 初項が 7で，第 17項が −57

⑶ 初項が 21で，第 6項が 11 ⑷ 初項が −5で，第 21項が 5

⑸ 初項が −1で，第 12項が 54 ⑹ 初項が 13で，第 7項が 9

⑺ 初項が 2で，第 13項が 50 ⑻ 初項が −5で，第 6項が 10

⑹a1+(10−1)×3=29を解いてa1=2

2⑴a1+(15−1)×4=61を解いてa1=5⑵a1+(13−1)×(−3)=−11を解いてa1=25⑶a1+(15−1)×8=118を解いてa1=6⑷a1+(10−1)×(−2)=−17を解いてa1=1⑸a1+(8−1)×6=−58を解いてa1=−100

数学プリント#61⑴5+(13−1)d=−31を解いてd=−3⑵−4+(9−1)d=36を解いてd=5⑶3+(10−1)d=66を解いてd=7⑷3+(19−1)d=9を解いてd=
1

3
⑸−10+(14−1)d=94を解いてd=8⑹36+(16−1)d=−9を解いてd=−3

⑼ 初項が −7で，第 8項が −21 ⑽ 初項が 13で，第 5項が −3

2

2 次の等差数列の初項 a1 を求めなさい。
⑴ 公差が 4で，第 10項が 29 ⑵ 公差が 14で，第 4項が 53

⑶ 公差が −3で，第 13項が −42 ⑷ 公差が −5で，第 11項が −18

⑸ 公差が 2で，第 4項が 31 ⑹ 公差が −5で，第 3項が 0

⑺ 公差が 2

3
で，第 10項が 1 ⑻ 公差が 13で，第 7項が 71
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